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海外データベース
検索サービス

海外データベース
検索サービス

DOIDOIDOI

引用文献リンク 被引用リンク

COUNTER準拠

利用統計の提供
剽窃検知サービス

（導入試行中）

*DOI：Digital Object Identifierの略称。インターネット上の電子コンテンツに恒久的に与えられる国際的識別子

電子ジャーナル事業の現況 (1)全体機能の概要

全文検索機能、早期公開、電子付録、Graphical Abstract、
資料アラート等も提供

登載論文：約195万記事
(J-STAGE/Journal@rchive
登載ジャーナル・予稿集)
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電子ジャーナル事業の現況 (２)事業成果

●成果
・毎年数十学協会（H22年度実績：81誌）がJ-STAGEを利用することで新規にジャーナルの電子化を開始
・海外から年間1,574万件（1誌あたり平均2万件以上：H20年度実績）のダウンロード数
・海外からの投稿が増加
（例：薬学系学会における海外からの投稿率…2000年頃：10%未満→2007年：約40%に増加）

・H20、21、22年度に利用学協会を対象に実施した満足度調査では、約9割の学協会が「海外発信力強化
に役立っている」と回答

平成20年度
調査会社モニターアンケート調査よりJ-STAGE登載記事への国別アクセス状況 平成22年度利用学協会アンケート調査より
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(平成22年度PDFダウンロード数)

計207ヶ国・地域

◆「アクセス数（特に
PubMedから）が増えた」（医
学系学会）

◆「海外からの投稿が10%
未満から40%に増加」（薬学

系学会）

閲覧者アンケート結果より：

・大変助かっている。J-STAGE無しには多くのこ

とが立ちゆかない。

・J-STAGEでしか閲覧できないジャーナルがあ

るので重宝している。

閲覧者アンケート結果より：

・大変助かっている。J-STAGE無しには多くのこ

とが立ちゆかない。

・J-STAGEでしか閲覧できないジャーナルがあ

るので重宝している。
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電子ジャーナル事業の現況 (３)J-STAGE参加学会数・誌数の推移
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221

216

106

25

22

135

医学・薬学

工学

生物科学

化学

物理学

学際科学・人文
社会科学

（計725誌 平成23年4月末現在）

電子ジャーナル事業の現況 (4)J-STAGE公開ジャーナル 分野別誌数
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電子ジャーナル事業の現況 (5)J-STAGE登載論文数と月間アクセス数の推移
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• Journal@rchive
－各年度における選定誌数

平成１７年度・・・７４誌

平成１８年度・・・６５誌

平成１９年度・・・５８誌

平成２０年度・・・１８１誌

平成２1年度・・・２６６誌

計 ６４４誌

電子ジャーナル事業の現況 (6)ジャーナルアーカイブ

公開論文数：
平成23年4月現在：約140万件
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175

145122

119

83
医学・薬学

工学

理学

人文・社会

農学

（計644誌 平成23年4月末現在）

電子ジャーナル事業の現況(7)ジャーナルアーカイブ 分野別誌数
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電子ジャーナル事業の現況 (8)ジャーナルアーカイブ登載論文数と月間アクセス数の推移
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引用・
被引用リンク

統合検索連携

海外プロモーションによる閲覧性の向上

J-STAGE News No.24
http://www.jstage.jst.go.jp/browse/_news/2010/-char/ja/
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著作権相談会

利用学協会の連携・スキル共有の促進、情報提供
J-STAGE利用学協会

意見交換会
J-STAGEセミナー

J-STAGE News



外部連携
DB・サービス等

・画面カスタマイズ機能
・マイページ機能
・電子付録
・Graphical Abstract 等

図表データの図表データの
抽出・分析等抽出・分析等

テキストのテキストの
抽出・分析等抽出・分析等
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同一画面で同一画面で
引用文献から引用文献から
他サイトへの他サイトへの
リンクが可能リンクが可能

論文を用途に応じ多様な形式論文を用途に応じ多様な形式
で表示（モバイルにも対応）で表示（モバイルにも対応）

書誌XML
生成ツール

（仮称）

書誌XML
生成ツール

（仮称）

J-STAGE
投稿審査システム
(ASP方式採用)

J-STAGE
投稿審査システム
(ASP方式採用)

学会誌事務局の支援

投稿者の支援

（旧Journal@rchive）※J-STAGEと統合

世界標準形式の
XMLベースへ全面的移行

コスト削減

互換/流通性

の向上

利便性・拡張性

ジャパンリンク
センター（仮称）

ジャパンリンク
センター（仮称）

J-STAGE3のインパクト 平成24年度早期

操作性・閲覧性
の向上ユーザインタフェース

の向上

1３
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ジャパンリンクセンター(JaLC；仮称)のインパクト 平成24年度早期
【電子ジャーナルへのアクセス性が向上】

・論文の全文、図表、引用文献等の情報が入手し易くなる。

・ジャパンリンクセンターが国内外電子ジャーナルサイトをつなぎ、最新のリンク情報を取得できる。ま
た、平文解析リンク作成機能、誤リンク検出機能によりリンクの品質が向上する。

Ⅰ 全文へのリンクの実現

国内外のデータベース→国内外電子ジャーナルサイトの論文全文へ

国内の電子論文（研究所報告、大学紀要、各種レポートなど）にDOI(*)を付与することが可能となる。

（図表等にも付与）

Ⅱ データベース間の相互リンク

Ⅲ 引用文献・被引用文献のリンクの実現

国内電子ジャーナルサイトの論文→引用文献の全文へ

国内電子ジャーナルサイトの論文→被引用情報へ

Ⅳ 冊子体の所蔵案内の実現

最新、高品質のリンク情報の提供

蔵書目録 等

海外電子ジャーナル海外電子ジャーナル

国内電子ジャーナル国内電子ジャーナル

海外データベース
検索サービス

海外データベース
検索サービス

各種レポート各種レポート

大学紀要大学紀要 研究所報告研究所報告

DOIDOIDOI

DOIDOIDOI

DOI、URL、ISSN、
ﾀｲﾄﾙ、書誌情報、
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ登録番号

国際的に使われている識別子DOIによる

全文リンクの実現

研究情報サイト等研究情報サイト等

・・・・・
・・・・・
・

・・・・・
・・・・・
・

・・・・・
・・・・・
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DOIDOIDOI

DOIDOIDOI
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・・・・・
・

DOIDOIDOI

DOI情報の

直接利用

機関リポジトリ機関リポジトリ

国内データベース国内データベース

論文全文 図表

DOIDOIDOI

DOIDOIDOI

DOIDOIDOI

DOIDOIDOI

平文情報

誤ったリン
ク先情報

リンク

リンク



15

独立行政法人科学技術振興機構 理事長北澤 宏一〃

独立行政法人日本学術振興会 研究事業部長小山内 優〃

国立情報学研究所 副所長東倉 洋一〃

国立国会図書館 主題情報部長武藤 寿行〃

東京工業大学グローバルエッジ研究院 特任教授河野 長〃

独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構 主任研究員柳田 充弘〃

独立行政法人理化学研究所基幹研究所 グループディレクター谷口 直之〃

東京大学大学院教育学研究科 教授佐藤 学委員

東京大学大学院理学系研究科 教授五神 真副委員長

慶應義塾大学法学部 教授小林 良彰委員長

所 属氏 名

日本疫学会 国立がん研究センター
がん対策情報センター がん情報・統計部

橋本 勝美〃

日本繁殖生物学会 名古屋大学大学院
生命農学研究科 教授

大蔵 聡〃

社団法人化学工学会山下 和子〃

社団法人電子情報通信学会 出版事業部水橋 慶〃

社団法人日本気象学会 気象庁気象研究所
環境・応用気象研究部 研究部長

三上 正男〃

文部科学省科学技術政策研究所 客員研究官
社団法人日本化学会 学術情報部 課長

林 和弘〃

社団法人日本内科学会 副主任橋立 安雄〃

社団法人日本金属学会 公益目的事業グループ
会誌・欧文誌担当 副主任

千葉 博紀〃

社団法人応用物理学会 刊行業務部長太宰 達三〃

株式会社金芳堂 日本薬理学会誌出版部 主任竹崎 陽子〃

日本学士院 会計係 文部科学事務官竹内 基樹〃

社団法人日本分析化学会 総務課高島 章子〃

社団法人日本機械学会 出版・販売グループ課長小重 忠司〃

社団法人高分子学会 編集課三原 隆志〃

社団法人日本農芸化学会 総務主幹小梅枝 正和〃

社団法人日本薬学会 学術課越智 久美子〃

東京大学大学院総合文化研究科 教授小川 桂一郎委員

東京大学大学院理学系研究科 教授中野 明彦委員長

所 属氏 名

※順不同、平成23年4月現在
（所属等は今期就任時のもの）

■科学技術論文発信・流通促進事業推進委員会委員名簿
■科学技術論文発信・流通促進事業

アドバイザー委員会委員名簿

国立情報学研究所 学術基盤推進部学術コンテンツ課長鈴木 秀樹〃

文部科学省 研究振興局情報課後藤 祐介〃

独立行政法人大学評価・学位授与機構 教授土屋 俊オブザーバ

独立行政法人科学技術振興機構 知識基盤情報部長大倉 克美〃

社団法人日本化学会 学術情報部課長林 和弘〃

農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波事務所国際情報調整官田村 直子〃

独立行政法人物質・材料研究機構 科学情報室室長谷藤 幹子〃

国立国会図書館 総務部企画課長田中 久徳〃

国立情報学研究所 学術コンテンツサービス研究開発センター長武田 英明〃

東北学院大学文学部 教授佐藤 義則〃

東京大学附属図書館 情報管理課長
(国立情報学研究所 学術基盤推進部図書館連携・協力室長)

尾城 孝一委員

早稲田大学図書館 事務部長中元 誠委員長

所 属氏 名

■ジャパンリンクセンター推進検討委員会委員名簿
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